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長崎県医学同窓会 
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植 
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長崎県医師会 
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特許 
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に結合するペプチドの単離とその使用に関し

て) 

2002年 
10月

 
 

2006年 
5月 
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その他 
非常勤講師等 

氏名・職 職・担当科目等 関 係 機 関 名 

兼松隆之・教授 非常勤講師（肝移植の現況と問題点） 鹿児島大学 

廣瀬龍一郎 非常勤講師（小児外科学） 九州大学医学部 

廣瀬龍一郎 非常勤講師（小児外科学） 佐賀大学医学部 

前田茂人・講師 非常勤講師（内分泌外科学） 県立シーボルト大学 

 
新聞等に掲載された活動 

氏名・職 活動題目 掲載紙誌等 掲載年月日 活動内容の概要と社会との関連 

前田茂人・講師 ゴメリ医科大学生長崎で
の研修 

KTN テレビ放
送 

2006年  
8月 11日

チェルノブイリ原発事故後甲状腺癌と

なり甲状腺手術を受けたゴメリ医科大

学生に、甲状腺外科外来や甲状腺手術見

学をしてもらい、被爆地長崎での医療の

現状を伝えた。 

兼松隆之・教授 
 

第 2 回キッズ外科体験セ
ミナー 

NIB テレビ放
送 

2006年 
10月 23日

離島の児童を対象とした外科医体験セ

ミナーにつき紹介した。 
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